
ペットにとっての水和
犬猫の水和バランス調整



水は不可欠な栄養素であり、生存に最も重要な栄養素と認知されています。
動物は体の脂肪やタンパク質が大幅に失われても耐えられますが、10-15%の水分の喪失
は命に係わるケースもあります1。

犬と猫の必要な水分量を求める方法はいくつかあります。一般的には、健康的なペットは水分
摂取量と水分喪失量が釣り合うように飲水量を自己調節しています1。しかしながら、これ
が本当に”最適な水分摂取量”あるいは”最適な水和状態”なのかは明らかではありません。
人での研究では軽度の脱水(体重に対して<3%)でもパフォーマンスと認知機能に影響を
及ぼしうると報告されています2-5。これがペットの場合にも当てはまるかは今のところ
分かっていません6。

尿路結石症などの疾患は、飲水を促進することによりペットの水分摂取量が増えることによる
恩恵を得られます6。

いくつかの研究で、水分摂取量の増加が水和指数に与える影響と、水分摂取量を増やす方
法の有効性について評価されています。しかしながら、水分補給が犬猫の全身の健康と幸福
にどのように影響するか理解を深めることも重要です6.7。
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必須栄養素および福祉要件としての水

体内の総水分量

ペットの水分摂取

エネルギーを含む栄養素を酸化する際に発生する水の量図1:

水は体の中で多くの不可欠な機能を担っています。水は体
内で起こる多くの化学反応の溶媒となり、血液の液体成分
の大半を占め、酸素・代謝産物を輸送します。さらに水は体
温調節を助け、食物の消化と尿や便として老廃物の排泄を
助けます1.8。

イギリス、アメリカ、ニュージーランド、オーストラリアなどの
一部の当局は水を“福祉要件”とみなしています。世界小動
物獣医師会（WSAVA）は５つの動物福祉要件の順守を推
奨し、その中に“適切な食事”があり、食事とともに新鮮で
清潔な水への自由なアクセスが含まれています13。この５つ
の動物福祉要件は2006年にイギリスで動物福祉の一部と
してつくられました9。またアメリカでは、2020年5月に農務
省が、犬には24時間いつでも飲み水にアクセスできるよう
にすべきとする新たな裁定を発表しています10。

犬猫の体重に対する体内総水分量はハスキーの驚異の
37%から生まれたての子猫の約80%まで幅があります。
年齢、品種、研究手法、体脂肪の量により変動することが知ら
れています14-23。細胞内の水分は脂肪ではなく除脂肪組織
にほぼ独占的に存在するため、体脂肪が相対的に増加する
と、体重あたりの水分比率は減少します17,18,24,25。ピュリナ
の研究により成犬成猫の体重に対する総体内水分量は約
60%と示されました17.18。体内の総水分量の約2/3は細胞
内に存在し、1/3は細胞外に存在しますが、水は常に流動
的に細胞内外を移動します。
細胞外液には血漿、間質液などが含まれます24。総体内水分
量は水分摂取と水分喪失のバランスで維持されます。

水分摂取には以下が含まれます。

■ ペットが自由に飲む水；健康的なペットは恒常性を保つ
　ために通常は自己調節しています1。

■ フード中の水；通常は"水分"として表示されます。

■ 代謝水；エネルギーを含む栄養素を酸化する際に体内で
　発生します1。

ペット個々の飲水必要量は以下の式をもとに導くことができ
ます1。

■ 体重 − 50-60ml/kg/day

■ フードの乾物重量べース − 2-3ml/g(乾物重量)/day

■ 代謝エネルギーベース − 消費する代謝エネルギー(kcal)
　と水 約1:1

一般的なウェットフードであれば80-85%程度ですが、
ドライフードでは10%以下です8。

41mlの水/タンパク質100g

60mlの水/炭水化物100g

107mlの水/脂肪100g

概ね10-16ml/100kcal（代謝エネルギー）
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犬猫の自由飲水に影響を与える要素

フード、環境、活動性などいくつかの要素が自発的な水分
摂取に影響を与えます。飲水は食事内容、食事回数、食事
量、あるいは特殊な栄養素により刺激されます1,26-29。

ある研究では、同一カロリーのフードを与えた猫グループに
対して1日2-3回の食事回数に分割して与えることで、1日
1回の食事を与えた場合よりも飲水量が増加したと報告され
ています29。他の研究では自由採食にした猫は1日1回の
猫よりも食事量・飲水量がともに増加しました26。犬での
研究で、食後の飲水量は食事の量が多いときや食事中炭水
化物の量が多いときに増加したと報告されています27.28。
一方で猫では、食事中タンパク質を増やすことで飲水量が
増加します30。さらに、食事中ナトリウムを増やすことで犬
猫ともに飲水量が増加します31-35。

犬猫はフードに含まれる水分量に応じて飲水量を調節します。
（フード中の水分量が多いほど、飲水量は減少します。）
ただし、飲水量をこれ以上減らすことができない限界値も
あるようです。フードの中の水分への適応に犬猫で種差が
あるのかは明らかになっていません8,35-39。またペットは、
高い気温や活動量の増大（例：使役犬）による水分喪失を
自発的な飲水を増やして補うこともできます1。

ほとんどの猫は正常な水和状態を保てますが、猫ではいくつ
かの特異な要素が水分摂取量の減少に関与します。

■猫は鳥やネズミなどの野生の獲物を食べる厳格な肉食動
物として進化してきました。獲物に含まれる水分量は通常
高く(およそ70%)40、一般的に獲物は水よりも好まれます。
獲物から水分を補給するため、猫は毎日の水の必要量を
満たすための自由な水分摂取はほとんど必要ありません。

■猫は生理学的に犬よりも乾きを感じにくいです8,35,42。猫
は尿を犬よりも濃縮でき、これは水の節約に役立ちます
8,35。犬は猫よりも水を求めるのが早く、より迅速に水不足
を補おうとします35。

■猫は25cm以内の物体に焦点を合わせる能力が低いため、
猫はボウルの中の静水(動きのない水)を見ることが難しい
可能性があります43。

飲水量の減少は高齢の犬猫にとってリスクとなりえます
6,44-46。また、手術や疾患から回復した高齢の犬猫は水を飲ま
ない傾向があります。高い活動を求められる使役犬や活動
性の高い犬はトレーナーや飼い主が飲水に対して特別な努力
をしないと必要水分量を満たせない場合があります46。少な
い飲水量は、新鮮な水へのアクセスができないペットや水が
凍るほど寒い野外にいるペットにとってもリスクとなります。
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血漿浸透圧は主にナトリウムの濃度と部分的に
グルコースと尿素の濃度に影響されます。

■ 便1.8

　猫での研究の結果、尿と便に排出される相対的な水の量
はフードのエネルギー含有量、脂肪含有量、消化率に
影響されることが知られています。高いエネルギー密度、
高い脂肪含有量、高い消化率のフードはフード摂食量の
減少、便に含まれる水分量の減少、そして尿中への水分
喪失割合の増加に繋がります。

■不感蒸散、例えば、呼気中の水分、特に犬のパンティング
や猫のグルーミング、つまり犬猫の主要な冷却メカニズム
が該当します1.8。

高度な水の喪失は特殊な健康状態や環境に関連する可能
性があります。

■嘔吐あるいは下痢24

■慢性腎臓病 − 慢性腎臓病のペットでは脱水の問題が起こ
りえます。そして脱水が進行するリスクファクターになり
ます47.48

■糖尿病 − 糖尿は尿中への水分喪失を必然的に増加させ
ます49

■血液あるいは血漿の喪失24

■高い環境温度による呼気中への排泄増加

■パンティング回数の増加を伴う使役犬や運動犬

犬の水分喪失経路ー尿、便そしてパンティング図2:

水和バランスの調節

水和バランスは水分摂取と水分喪失の差と定義されます1.8。
健康なペットは通常、水分摂取と水分喪失が釣り合うよう
に自己調節が可能です1。水和バランスは血液量と血漿浸
透圧の変化に反応する体内のいくつかのホルモンにより調
節されます。この調節は主なものにアルギニンバソプレシン
(AVP、一般的にバソプレシンとして知られる）とレニン-
アンジオテンシン-アルドステロン系を含みます。

血漿浸透圧の増加は飲水を促す渇きを刺激し、脳下垂体か
らのAVP放出の引き金となります。AVPは腎集合管での水
再吸収を促すことで、尿の産生を抑え濃縮された尿を生成
します。これは血漿浸透圧を正常化するのに役立ちます。血
液量の減少もまたAVP放出を引き起こし、動脈収縮を促し
血圧を上昇させます。しかし、血液量の変化に対する主な反
応はレニン-アンジオテンシン-アルドステロン系により調節
されます。血液量の減少あるいは血圧の低下は腎灌流量
を低下させ、傍糸球体細胞からのレニン分泌を引き起こし
ます。レニンはアンジオテンシノーゲンをアンジオテンシンⅠ
に変換します。アンジオテンシン変換酵素は次にアンジオ
テンシンⅠをアンジオテンシンⅡに変換します。アンジオテン
シンⅡは副腎皮質を刺激してアルドステロンを放出します。
これにより、遠位尿細管がナトリウムを再吸収し、水を節約
します。(尿量の減少が起こります。)アンジオテンシンⅡは近
位尿細管にも直接影響し、ナトリウムと水の再吸収を促し動
脈を収縮させることで血圧を上昇させます1.8.25.50。

ペットの水分喪失

水はいくつかの経路で体から失われます。

■尿は水の主要な喪失経路です。

溶質による必須な水分喪失 ー
フードの中に含まれる栄養素の量などに
左右されます（例：ミネラル）

条件的な水の喪失 ー
血漿浸透圧に対する反応としてアルギニンバソプレシン
による調節1.8（詳細は次のセッション）
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レニン-アンジオテンシン-アルドステロン系図3:

血圧の低下あるいは
血液量の減少がこれら

出来事の起点

腎臓からの
レニン分泌

肺から分泌されるACE
（アンジオテンシン変換酵素）

 アンジオテンシンⅡは副腎に作用し、
アルドステロンの分泌を刺激する

 アルドステロンは腎臓に作用し、
Na+と水の再吸収を刺激する

 アンジオテンシンⅡは同時に
腎臓に直接作用し、Na+と

水の再吸収を促す

 Na+
水

肝臓

アンジオテンシノーゲン

レニンはアンジオテンシノーゲンに作用しアンジオテンシンⅠに変換する

ACEはアンジオテンシンⅠをアンジオテンシンⅡに変換する

アンジオテンシンⅡは直接血管に作用し、
血管収縮を起こす

Na+と水が再吸収されると、
尿量は減少する

犬猫の水和状態の評価

臨床現場で水和状態を評価するための方法がいくつかあり
ます。毛細血管再充満時間、粘膜の感触（例えば触れた際
の粘着性や湿り気）、皮膚つまみ試験、ヘマトクリット、尿
比重（USG、尿の濃さの指標）などが含まれます。

ピュリナの研究では、獣医師以外のスタッフが現場で実行
できる感度の高い水和状態の評価方法を特定することを目
的として、運動する使役犬でこれらの方法のいくつかを評価
しました。研究者たちは、毛細血管再充満時間よりも、皮膚
つまみ試験が、これらの運動犬の水和状態の信頼でき実行
しやすい指標であり、体水分の約1％の喪失（急激な体重減
少として計測）といった非常に軽度のレベルの脱水を評価
できることを発見しました46。

つまりは、毛細血管再充満時間は現場での脱水の進行を最
小限に抑えるために便利で感度の高い手法であり、早期の
水分補給を行う上で価値があります。また、研究ではUSG
が健康な犬の中でも大きく異なることが示されています。
一日の中であるいは犬と犬の間で幅広い“正常値”を示す
可能性があり51.52、“最適な水和状態”を定義する上で潜在
的な交絡因子となる可能性があります。

研究 /実 験室の環境（すべて非侵 襲的）で使用される
水和状態を評価する方法には、定量的磁気共鳴画像法
（QMR）、重水希釈法、および二重エネルギーX線吸収測
定法が含まれます17,18,53。これらは優れた研究ツールです
が、現在実施可能な臨床ツールではありません。
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ペットの水分摂取量を増やすべき疾患

ペットの水分摂取を増加させる方法

脱水、あるいは負の水和バランスは水分摂取量が減少した
ペットや水分喪失が増加したペットで起こりえます。水分摂
取量を増やすことは、罹患したペットや脱水症状になる可能性
のあるペット（たとえば、高い気温の中で運動するペット）に
とって有益ですが、尿路結石症のペットや特発性膀胱炎の
猫にも、水分摂取量を増やすことが一般的に推奨されます
54-56。水分含有量の低いフードの摂取は犬猫で結石症のリ
スクファクターとなることが示されています57-59。

水分摂取量を増加させる主な目的は、より希釈された尿を
大量に生成することであり、その結果、尿石を形成するミネ
ラルの相対的過飽和度（RSS）および尿中の他の刺激性物
質の濃度を低下させることです。水分摂取量が増えると、排尿
の頻度も増え、化合物が膀胱に留まって結石を形成したり、
炎症を引き起こす時間が短くなる可能性があります56.60。
便秘になりやすい猫には、水分摂取量を増やすことが便を
柔らかくすることを助けるため推奨されます61。

猫の水分摂取量を増やすために、さまざまな方法が利用され
てきました。ドライフードはウェットフードと比べて水分量が
少ないため、ドライフードを食べる猫は水をよく飲みます。
しかし、ウェットフードは水分量が多いため、フード中の水分
量も含めた水分総摂取量はドライフードを食べる猫で少な
くなります。（水：カロリーの比率は低くなります）35-37.62。
多くの研究は、70-75％を超えるフードの水分含有量（ウェ
ットフードまたは水を加えたフード）が総水分摂取量の増加
をもたらすと示唆しています37.62.63。ある研究では、70%の
水添加食（ドライフードに水を添加）を与えられた猫では、
ドライフードを与えられた場合と比べて希釈された尿が多く
生成されたと報告しています63。また、自発的な水分摂取量
も測定した異なる研究では、ウェットフード（水分82％）また
は70％の水分添加のドライフードを与えた場合、ドライフー
ド（水分3％）を与えた時と比べて総水分摂取量が大幅に増

加し、尿量も増え、より尿は希釈されたと報告しています62。
さらに別の研究では、ドライフード（水分6.3％）または同
じドライフードにさまざまな量の蒸留水を加えたもの（水分
25.4、53.2、73.3%に調整）を与え、一日あたりの総水分
摂取量が検証されました。結果として、水分73.3%のフード
を食べた猫で有意な総水分摂取量の増加と、USGおよび
シュウ酸カルシウムのRSSが低下しました37。

ナトリウムの量を増やしたフードも飲水を促す方法の一つ
です。ナトリウムあるいは塩化ナトリウム(塩)を増やしたフー
ドは水分摂取を促すことで、尿量を増やしUSGを低下させ
ます31.33。あるピュリナの研究で、塩分量を増やしたフード
を与えた猫では顕著な尿量の増加と、統計的有意までには
及ばない水分摂取量の増加が報告されています64。他の研
究ではナトリウムの量を増やしたドライフードを与えた猫で
は低ナトリウム食を与えられた猫と比べて、シュウ酸カルシ
ウムのRSSが顕著に低下しています32。さらに別の研究では、
シュウ酸カルシウムとストルバイト両方のRSSがナトリウム
含有量の高い食事を与えられた猫で顕著に低下したとして
います33。人間ではそのような食事に関して潜在的な健康
上の懸念はありますが、食事中の高いナトリウム32や高い塩分
31.65-69が健康な猫に対して、血圧を上昇させる、心臓や腎機
能に影響を与えるといったことは無いと証明されています。

ウォーターファウンテン、落下する水（例：蛇口からの水）、
循環式の水は猫の飲水増加を助けるため推奨されてきま
した。しかしながら、研究ではどの方法も水分摂取量の増
加に一概に優れているとは示されていません69.70。ただし、
個々の猫でみると水分摂取量の増加を示した個体もいるた
め、個体ごとの好みを示唆しています70。その他の推奨とし
ては、複数の水容器を設置する、犬のサイズのボウルを使う
（猫のひげが容器に触れないようにする）、ステンレス製あ
るいは陶磁器製のものを用いる、飲水中に脅威を感じない
ような場所に水容器を設置する、などが挙げられます。
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飲水促進のための
新たな経口補水液の活用

経口補水液の給与という総水分摂取量を増やすための新し
いアプローチが考案されています。この栄養素を含み、風味
のついた水はピュリナの科学者により考案され、ホエイプロ
テイン由来のアミノ酸とグリセリンといった天然由来のオズモ
ライトを含みます。これらオズモライトは浸透圧勾配を利用
して細胞膜を通過する水の移動を助けます73。

ピュリナの科学者は、経口補水液の効果を評価する様々な
研究を行い、犬猫の水和指標と毎日の水分摂取量を検証し
ました6.7.74-77。

猫の研究は水和に対する経口補水液の有用性を
示しました7

この研究には、18頭の健康な成猫が参加し、ベースラインと
なる最初の１週間はドライフードと水道水（TW）への自由
なアクセスが提供されました。（day-7～ -1）その後ランダム
に9頭ずつの2グループに分けられました。水道水だけを与
えるグループには、ベースラインである最初の１週間と同じく
ドライフードと水道水を試験期間中提供しました。もう一方
のグループには、はじめの11日間は水道水の代わりに経口
補水液を提供し（day0-10）、その後水道水と経口補水液
を別の容器で同時に提供しました。その際、毎日容器の位
置は変えました（day11-56）

飲水量は毎日自動モニタリングシステムで計測しました。血
液と尿サンプルはday-1、8、15、30、56日目に採取し、QMR
（定量的磁気共鳴画像法）はday-1、8、15、30、43、56日
目に実施し水和状態を評価しました。尿は膀胱穿刺で採取
し、28-30日目あるいは31-33日目には48時間にわたって尿
を採取し、総尿量を測定しました。

犬でも猫同様に、水分摂取量を増やす方法としてウェット
フードの給与が挙げられます（あるいはドライフードへの水
の添加）。犬でのいくつかの研究では、ドライフードを食べ
ていてもウェットフードを食べていても食事中の水分量に応
じて飲水量を変えることで総水分摂取量は変わらないこと
が示されています35.38.39。しかし、ある研究ではこれは真実
の一部であるとされています。研究者は同じ量のドライフー
ドに水の添加量だけを変えて給与（フード体積の1/4から5
倍）し、飲水量を計測しました。その結果、フードへの水の
添加量が増加するに従い、水の飲水量は減少し、総水分摂
取量は変わりませんでした。しかし、添加される水の量がド
ライフードの2倍に等しくなると、フードにさらに水を添加し
ても、自発的な飲水量はそれ以上減少しませんでした。これ
により、犬は水分が66％を超える食事を与えた場合、総水
分摂取量が増加することが明らかになりました39。

犬での総水分摂取量を増加させるアプローチとして、ナトリ
ウムあるいは塩を加えたフードが挙げられます1。あるピュリナ
の研究では塩分を高めた食事を与えられた犬で尿量が大幅
に増え、尿が希釈されました、統計的有意ではないですが
飲水量が増える傾向がみられました71。ほかの研究ではナト
リウムを増やしたドライフード34や塩分を増やしたウェット
フード72を食べた犬で、飲水量の増加、尿量の増加、シュウ
酸カルシウムのRSSの低下が示されています。さらに別の研
究では、健康な犬に塩分を増やしたドライフードを与えた際
に飲水量と尿量が増加し、シュウ酸カルシウムとストルバイト
のRSSが低下することが報告されています33。

ウォーターファウンテンが猫の水分摂取を促すために用いられる
こともあります

図4:



8  

測定項目
尿

血液
QMR

尿
血液
QMR

尿
血液
QMR

尿
血液
QMRQMR

尿（48時間）
血液
QMR

研究日数

ベースライン

水道水＋フード

水道水＋フード

経口補水液群 経口補水液+フード 経口補水液+水道水+フード

水道水+フード 水道水+フード水道水群

水和指標に対する経口補水液の影響を検証する研究デザイン
QMR=quantitative magnetic resonance imaging（定量的磁気共鳴画像法）

水道水あるいは経口補水液を与えられた猫の平均飲水量
*はベースラインからの有意な変化と水道水グループとの有意な差を示し
ます

図5:

図6:

ベースラインの結果は、両グループ間で水道水と食事量に差
はありませんでした。経口補水液を与えたグループでweek1
に顕著な水分摂取量の増加が認められ、増加量は約60%で
した。（week1；148±26g/day vs ベースライン；93±9g/
day、P=0.01）一方で、水道水を与えたグループは有意な変
化はありませんでした。Week1の飲水量は経口補水液グルー
プで水道水グループよりも優位に多くなりました。（P=0.03）

試験期間中、経口補水液グループの平均週間飲水量はおよ
そ40-118%の範囲でベースラインから増加しましたが、水
道水グループは-15から+14%と変化がありませんでした。
個体により反応に差はありましたが（経口補水液グループの
3頭で飲水量が25%未満の増加、3頭で25-75%の増加、3
頭で75%以上の増加）、試験全期間を通して経口補水液グ
ループの飲水量は153±26g/dayだったのに対し、水道水

グループは104±5g/d（P≦0.05）でした。経口補水液グ
ループの猫に、水道水と経口補水液の選択肢を用意したと
ころ、容器の設置場所を変えた場合でも、そのほとんどが
経口補水液を選択し、平均では一日あたり総水分摂取量の
96.6±3%が経口補水液でした。これは経口補水液グループ
の水分摂取量の増加は、経口補水液を好んで飲んだことを
示しています。

水分摂取量が増加した経口補水液グループでは、尿量
の顕著な増加と尿の希釈がみられました。平均尿量は
15.2±1.8ml/kg/dであるのに対して、水道水グループの
猫は10.3±0.7ml/kg/dでした。(P=0.010)　平均尿比
重は1.040±0.002g/mlに対し、水道水グループの猫は
1.054±0.001g/mlでした。（P<0.001）QMRの結果、体
内水分量、除脂肪体重、脂肪量にグループ間の有意な差は
みられませんでした。

猫での研究は、経口補水液の風味の有無が水分
摂取と水和指標である尿に影響を与えることを示
しました74

研究では経口補水液とドライフードが36頭の健康な成猫
に給与されました。猫は3つのグループに分けられました。
水道水グループ（n=4）、風味のない経口補水液グループ
（n=16）、風味をつけた経口補水液グループ（n=16）。

ベースライン

水道水グループ 経口補水液グループ

ベースライン
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水道水（コントロール）、風味のない経口補水液、風味をつけた経口補水液を提供した猫の尿量。
a-cの文字が異なるときは、同一period内で有意差があることを示します。A-Cの文字が異なるときは、時間の経過に伴うグループ内の有意差を示します。

図7:
コントロール 風味のない経口補水液 風味のある経口補水液

すべてのグループはベースラインの水分摂取量を測定する
ために、水道水の自由飲水と体重当たりの維持量のドライフー
ドを給与しました（period 1）。水道水グループは試験期間
中、水道水の自由飲水だけを水の供給源として与え、経口
補水液グループ、風味をつけた経口補水液グループにはそ
れぞれの経口補水液をベースラインの飲水量と同量を17日
間にわたって提供しました（period 2）。さらにそこから10日
間はベースラインの1.5倍量（period 3）、続く10日間はベー
スラインの2倍量を提供しました（period 4）。これらは水道
水の自由飲水に加えて提供しました。水道水の自由飲水と
食事量を計測しました。尿量と尿比重を測定するために各
試験の終わり48時間付近で採尿しました。

period 1のすべての猫の水道水の平均飲水量は、118±26ml/
dayでした。個別の猫では79-200ml/dayと広い幅があり
ました。period 1と比べてperiod 3とperiod 4では風味付け
のない経口補水液グループの猫で顕著な一日当たりの飲水
量増加がみられました(P<0.01)。風味をつけた経口補水液
グループの猫ではperiod 1の飲水量と比較して、period 2で
一日当たりの平均飲水量は約18%増加し(P=0.04)、pe-
riod 3では57%(P<0.01)、period 4では96%(P<0.01)増加
しました。水道水グループの猫では一日当たりの平均飲水量
に有意な変化はみられませんでした。

風味のない経口補水液と風味をつけた経口補水液を消費し
た猫では、これらを飲水オプションとして提供されると水道
水の飲水量は一度減少しましたが、その後は残りの試験期
間中安定して飲んでいました。

平均の一日当たりの尿量は水道水グループの猫では有意な
変化はありませんでしたが、風味の有無に関わらず経口補水
液を与えたグループでpreiod 3とperiod 4ではperiod 1と
比較して有意に増加しました。（P<0.01）

経口補水液を給与した猫ではUSGの数値として尿が希釈さ
れ、風味のない経口補水液グループの猫では21-31%、風味の
ある経口補水液グループでは39-62%の幅でperiod 1と比
較してperiod 2-4では低下していました。（P<0.001）

QMRを利用した体水分割合を評価したピュリナの研究では、
ルーチンで行う麻酔手順の2～3時間前に健康な猫に経口補
水液を提供することが、術前、術中、術後の十分な水和状態
を確保するのに役立つ可能性があることが示されました76。

健康な猫を対象としたこの一連の研究は、経口補水液の摂
取が水分摂取量を高め、水和状態を改善することを示して
います。また、これらの研究は、経口補水液を与えることは、
健康上の問題を抱えている猫や、水分摂取量を増やすこと
がメリットに繋がる脱水状態になりやすい猫の飲水を促進
する方法を提供する可能性を示唆しています。
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犬での研究は経口補水液は総水分摂取量と水和
の指標となる尿に影響を与える6

ピュリナの科学者による試験的研究（未発表）の結果、ベー
スラインのUSGが1.015未満の健康な犬では水分摂取量を
増やしても、尿の希釈に影響がないことを示しました。した
がって、将来の研究では、水分摂取量の増加に伴うUSGの
減少を検出するために、USGが1.015以上の健康な犬の事
前スクリーニングと組み込みが必要でした。

この研究ではドライフードを与えられている16頭の小型犬
が参加し、USGのベースラインが均一になるようグループ
分けをされました。試験期間中ドライフードは体重維持量を
給与しました。9日間のベースライン期間の後、水道水の入っ
たボウルへの自由なアクセスに加えて、半数の犬には水道水
の入ったボウルを提供し、もう半数には経口補水液の入った
ボウルを56日間提供しました。49日間は水道水と経口補水
液を0.5ml/kcal（代謝エネルギー）で1日2回に分けてボウ
ルに入れて、中程度の飲水を評価しました。50-56日目には
2.1ml/kcal（代謝エネルギー）で1日2回に分けて提供し、
短期間の“多量の”飲水について評価しました。代謝エネル
ギーはベースライン期間の摂食を基に算出しました。

ベースラインでの測定の後（day-7）、USGを14,42,56日目
に測定しました。総水分摂取量（水道水と経口補水液の合計）
と食事量は毎日計測しました。総水分摂取量は飲水による
分に加えて、フード中の水分と推定される代謝水で算出し
ました。

ベースラインの総水分摂取量の平均は2グループ間で有意
な差はなく、研究期間中の食事性のカロリー摂取も差はあ
りませんでした。ベースラインと比較して総水分摂取量は
試験期間中の水道水のグループで変化はありませんでした
が、経口補水液のグループでは2週目を除いて有意に増加
しました。（P<0.05）多量に飲水できるweek8の間は
経口補水液のグループの総水分摂取量はさらに増加しま
した。(P<0.001)体重当たりに換算すると、経口補水液の
グループのweek8における平均の総水分摂取量はベース
ラインの71±12ml/kg/dayから156±13ml/kg/dayに増
加しました。（P<0.001）

ピュリナの研究は、ペットが経口補水液を飲んでい
るとき一日の水分摂取量が増加し、水和の指標が改
善することを示しました。

水道水あるいは経口補水液を提供したときの犬の総水分摂取量
a-cの文字が異なるときは、同一period内で有意差があることを示します。A-Cの文字が異なるときは、時間の経過に伴うグループ内の有意差を示します。

図8:

水道水の自由飲水のみ 0.5:1の水カロリー比 2:1の水カロリー比

ベースライン
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各ボウル提供中のボウルからの飲水量にグループ間で有
意な差がありました。(P<0.001)中程度の水を提供した
week1-7では、経口補水液のグループではほぼ100%の経
口補水液を飲みましたが、水道水のグループではボウルの
水の10-20%しか水を飲みませんでした。多量の水を提供し
た最終週では、経口補水液のグループの犬で平均91%の経
口補水液を飲みましたが、水道水のグループの犬では有意
な変化はありませんでした。経口補水液のグループではベー
スラインと比較して10-30%水道水の自由飲水量が減少し
ましたが、水道水のグループでは6週目を除いて2%以下で
した。これらの結果は経口補水液のグループの犬での経口
補水液に対する嗜好性の高さを示しています。

尿比重と尿浸透圧はベースラインの時点では両グループで
同様でした。経口補水液のグループでは、USGは42日目
で1.018g/ml、56日目に1.014g/mlとなりベースラインの
1.026g/mlと比較して有意に低下し（P<0.01）、尿浸透圧
も有意に低下しました。（P<0.05）水道水のグループでは
USGだけでなく尿比重もベースラインと比較して有意な変
化は見られませんでした。

使役犬を使った研究では、経口補水液が体温に
影響を与え、運動後の心拍数を回復させることが
わかりました77

暖かく適度な湿度下で最大30分間の運動を行った使役犬
でのクロスオーバー試験で、経口補水液の運動後の回復に
対する影響が評価されました。4日間のベースライン期間の
後、12頭の若い成犬はバケツに入った水道水の自由飲水と
ともにドライフードを給与し、11日間の試験期間ボウルに
水道水あるいは経口補水液を量を調節して与えました。一
連の運動は-4、3、11日目に行いました。深部体温、耳の温
度、心拍数を運動の前後で数回測定しました。犬は平日は
訓練を受けており、夜間と週末しか自宅にいないため水分
摂取量は測定されませんでした。体重は運動の前後に水分
喪失の指標として測定しました。

3日目に、運動後の回復中の深部体温を測定したところ、経
口補水液のグループは水道水のグループと比較して0.6℃
低かったです。(P=0.002)11日目に耳の平均温度は約
0.3℃、心拍数は3-4回/分、経口補水液のグループで低かっ
たです。運動の前後の体重の変化から水分補給自体は同様
にされているように推測されました。

科学者は、水道水を自由に摂取しながら経口補水液を摂取
することで運動後の回復が改善したと結論づけました。
体温上昇と心拍数の上昇は、倦怠感、パフォーマンスの低下、
または熱ストレスが持続する一因となる可能性があるため、
運動中の犬に経口補水液を提供することが有益な場合が
あります。
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水が生存にとって最も重要な栄養素であるという事実にもかかわらず、ペットの健康に対す
る水の影響は見過ごされがちです。 体内の水分バランスは常に流動状態にあります。健康
な動物は、損失に合わせて水分摂取量を自己調節できるようです。しかし、これが最適な水
分補給であるかどうか、そしてより多くの水分摂取から健康的な動物がメリットを得られる
かどうかを含め、全体的な健康にどのように影響するかは完全には理解されていません。

脱水症状を起こしやすい犬や猫、尿路結石などの健康状態のある犬や猫には、水分摂取量
を増やすことをお勧めします。歴史的に、ペットの水分摂取を促進するためのさまざまな方
法が利用されてきましたが、最近発表された研究では、経口補水液の使用が総水分摂取量
を増やし、犬と猫の水和状態の指標を改善することが示されています。
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